
  
 

                
 

               

 

一
．
石
岡
市
二
十
歳
の
集
い 

 
 

⑴ 

卒
業
生
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
企
画
・
運
営 
 

令
和
５
年
石
岡
市
二
十
歳
の
集
い
（
成
人
式
展
）
が
、

穏
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
８
日
、
石
岡
市
運
動
公

園
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
、
文
教
厚
生
委
員
長
と
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
20
歳
を
迎
え
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、
整
然
と
式
に

臨
む
姿
を
拝
見
し
、
頼
も
し
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

式
典
は
、
市
内
中
学
校
か
ら
各
４
名
が
実
行
委
員
と
な

り
、
式
典
の
企
画
と
運
営
を
担
い
、
開
催
し
た
も
の
で
す
。

対
象
者
数
700
名
の
内
、
出
席
者
567
名
を
数
え
ま
し
た
。 

 

⑵ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策 

 

会
場
に
入
場
す
る
に
際
し
て
、
事
前
に
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
に
よ
る
コ
ロ
ナ
感
染
の
有
無
を
身
分
証
明
書
と
一
緒
に

写
真
に
撮
り
、
提
示
が
義
務
付
け
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

マ
ス
ク
等
の
着
用
や
大
き
な
声
で
の
会
話
を
控
え
る
等
の

周
知
が
な
さ
れ
、
席
は
1.5
ｍ
間
隔
、
会
場
内
は
新
成
人
の

み
の
入
場
制
限
と
な
り
ま
し
た
。 

 
⑶ 

頼
も
し
い
新
成
人 

 
第
１
部
は
、
国
府
中
・
城
南
中
・
園

部
中
・
八
郷
中
・
私
立
等
市
外
中
学
卒

業
生
。
第
２
部
は
、
石
岡
中
・
府
中
中
・

私
立
等
市
外
中
学
卒
業
生
が
出
席

し
、
穏
や
か
に
式
が
進
み
ま
し
た
。 

 

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
式
典

に
出
席
さ
れ
た
元
学
校
長
で
あ
る

井
坂
教
育
長
職
務
代
理
者
及
び
平

澤
社
会
教
育
委
員
長
が
、
教
え
子

の
成
長
を
大
い
に
喜
ん
で
お
ら
れ

た
事
。
新
成
人
が
ス
ー
ツ
や
晴
れ

着
を
お
し
ゃ
れ
に
着
こ
な
す
姿
、

そ
し
て
新
成
人
の
主
張
を
発
表
さ

れ
た
二
人
が
共
に
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
を

叫
び
、
発
言
を
終
え
た
事
で
し
た
。 

 

二
．
議
会
報
告
会 

 
 

⑴ 

報
告
会
の
概
要 

 

議
会
報
告
会
は
、
１
月
30
日

（
八
郷
総
合
支
所
）
、
31
日
（
市

役
所
本
庁
舎
）
、
い
ず
れ
も
夜
７

時
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
複
合

文
化
施
設
建
設
特
別
委
員
会

の
活
動
状
況
報
告
」
の
一
つ

に
絞
り
報
告
し
ま
し
た
。 

複
合
文
化
施
設
は
、
市
民

会
館
及
び
図
書
館
を
核
と
し

て
石
岡
駅
東
側
に
約
122
億
円
の
巨
費
を
投
じ
て
建
設
す

る
計
画
で
す
。
市
長
は
関
係
予
算
案
を
第
３
回
定
例
会
に

提
出
し
ま
し
た
が
、
議
会
が
否
決
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直
し
を
宣
言
。
こ
れ
ら
一
連
の
経
過

を
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。 

 

⑵ 

八
郷
総
合
支
所
で
の
報
告
会 

 

報
告
を
終
え
、
質
疑
で
は
、
「
執
行
部
の
計
画
は
雑
で

あ
り
、
民
間
で
は
費
用
対
効
果
の
説
明
責
任
が
あ
る
」「
議

会
は
よ
く
や
っ
て
い
る
」
等
の
意
見
が
出
ま
し
た
。 

意
見
交
換
会
で
は
、
八
郷
地
区
の
産
廃
及
び
残
土
の
不

法
投
棄
の
予
防
と
解
消
へ
の
取
組
み
を
求
め
る
意
見
が
参

加
者
か
ら
多
数
出
ま
し
た
。 

 

⑶ 

市
役
所
本
庁
舎
で
の
報
告
会 

 

報
告
後
の
質
疑
で
は
、
質
疑
よ
り
も
意
見
を
述
べ
ら
れ

る
方
が
多
い
と
い
う
印
象
で
し
た
。
ま
た
、
複
合
文
化
施

設
案
は
市
長
提
案
で
す
が
、
議
会
が
提
案
し
、
自
ら
否
決

し
た
と
受
け
止
め
ら
れ
た
方
も
複
数
お
り
、
首
長(

市
長)

と
議
会
の
二
元
代
表
制
の
周
知
も
大
切
と
感
じ
ま
し
た
。 

意
見
交
換
会
で
の
市
民
提
案
は
、
執
行
権
の
あ
る
市
執

行
部
に
伝
え
て
検
討
し
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。 

私
は
司
会
進
行
役
を
務
め
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
様

の
理
解
促
進
と
発
言
の
整
理
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

  

昨年３月に「帯状疱疹ワクチン接種の助成について」(活動報告第 28 号掲載)として一般質問を行いま

した。この度、市議会に示された令和５年度予算案に、帯状疱疹予防接種助成金が予算化され盛り込まれ

ました。令和５年度予算案が可決され、多くの方が予防接種を受け、健康維持につながる事を願います。 
東京都が 18 歳以下に月 5 千円給付という発表は衝撃的でした。次いで、岸田総理が年頭の記者会見で

「異次元の少子化対策」への挑戦を表明。加速する日本の少子化を、本気で変える具体的な政策について

は、６月に「骨太方針」の中で示される見込みです。日本の輝く未来を子どもたちへ継承するために‼ 

輝く未来を子どもたちへ 
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三
．
第
４
回
定
例
会
で
行
っ
た
一
般
質
問 

 

 
⑴ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
に
つ
い
て 

 
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導

入
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
利
便
性
向
上
に
向
け
た
決

済
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

（
１
）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
納
付
・
支
払
い
の
で
き

る
公
共
料
金
等
を
伺
う 

財
務
部
長
答
弁
要
旨 

市
が
収
納

す
る
各
種
税
の
ほ
か
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
水
道

料
、
八
郷
地
区
の
下
水
道
使
用
料
、

関
川
・
恋
瀬
・
東
成
井
地
区
の
農
業

集
落
排
水
施
設
使
用
料
、
市
民
課
と

市
民
課
窓
口
で
発
行
す
る
各
種
証

明
書
と
な
っ
て
い
る
。 

（
２
）
領
収
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う 

財
務
部
長
答
弁
要
旨 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の
方
へ
の

領
収
書
発
行
は
行
っ
て
い
な
い
。
国
の
手
順
書
に
従
っ
た

も
の
。
し
か
し
、
事
業
者
か
ら
市
に
デ
ー
タ
が
届
き
次
第
、

納
税
証
明
書
を
発
行
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。 

再
質
問 

軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
を
伺
う 

財
務
部
長
答
弁
要
旨 

軽
自
動
車
は
車
検
の
際
に
税
の
領

収
書
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
令
和
５
年
１
月
か
ら

は
軽
自
動
車
検
査
協
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
納
付

状
況
が
確
認
可
能
と
な
り
、
普
通
自
動
車
同
様
に
領
収
書

提
出
の
必
要
が
無
く
な
る
。 

（
３
）
決
済
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う 

財
務
部
長
答
弁
要
旨 

利
用
者
の
利
便
性
や
収
納
率
向
上

に
寄
与
す
る
ツ
ー
ル
と
認
識
し
て
い
る
。
議
員
提
言
の
料

金
、
使
用
料
に
つ
い
て
も
拡
充
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。 

市
長
答
弁
要
旨 

24
時
間
支
払
い
が
で
き
る
事
は
コ
ロ

ナ
の
状
況
か
ら
も
効
果
が
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

の
拡
充
を
図
り
納
付
し
や
す
い
環
境
を
増
や
し
た
い
。 

 

⑵ 

高
齢
者
等
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て 

 

「
ゴ
ミ
出
し
」
が
大
き
な
負
担

と
な
る
高
齢
者
等
が
い
ま
す
。 

環
境
省
の
統
計
調
査
に
よ
る
と

令
和
３
年
で
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
を

行
な
っ
て
い
る
自
治
体
は
全
国
で

34.8

％
で
す
。
安
心
し
て
生
活
す

る
た
め
の
事
業
と
し
て
認
知
さ
れ

て
き
て
い
る
事
か
ら
質
問
い
た
し
ま
す
。 

（
１
）
ゴ
ミ
出
し
支
援
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う 

①
国
・
県
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う 

生
活
環
境
部
長
答
弁
要
旨 

国
は
、
高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し

支
援
制
度
導
入
の
手
引
き
を
令
和
３
年
に
公
開
し
て
い
る
。

茨
城
県
内
44
市
町
村
中
、
20
市
町
村
で
制
度
導
入
が
な

さ
れ
、
一
定
の
要
介
護
支
援
、
ま
た
は
肢
体
不
自
由
等
の

障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
事
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。 

②
石
岡
市
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
伺
う 

保
健
福
祉
部
長
答
弁
要
旨 

地
域
住
民
で
支
え
合
う
体
制

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
が
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
は
難
し
い

状
況
で
あ
る
。
先
進
地
は
、
環
境
衛
生
施
策
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
状
況
で
あ
る
。 

（
２
）
ゴ
ミ
出
し
支
援
事
業
の
制
度
充
実
に
つ
い
て
伺
う 

生
活
環
境
部
長
答
弁
要
旨 

環
境
省
の
手
引
き
を
参
考
に
、

当
市
に
適
し
た
制
度
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

再
質
問 

市
内
で
も
自
主
的
に
ゴ
ミ
出
し
支
援
を
さ
れ
て

い
る
地
域
が
あ
り
、
実
態
を
調
査
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

令
和
元
年
11
月
、
何
ら
か
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
を
市
の
事

業
と
し
て
行
う
と
、
経
費
の
50
％
を
特
別
交
付
税
措
置
す

る
と
総
務
大
臣
が
発
表
し
て
お
り
、
補
助
事
業
と
し
て
の
取

組
み
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

市
長
答
弁
要
旨 

ゴ
ミ
出
し
支
援
を
国
は
重
視
し
て
い
る
。

速
や
か
に
実
施
で
き
な
い
か
指
示
し
て
ま
い
り
た
い
。 

提 

言 

市
そ
し
て
住
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
有
り
、
早
急

な
導
入
に
向
け
て
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。 

 

四
．
第
４
回
定
例
会
で
行
っ
た
議
案
質
疑 

 

 

⑴ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
） 

 

① 

歳
入
・
雑
入
の
「
地
域
伝
統
芸
能
等
保
存
事
業
助
成
金

２
百
万
円
の
減
額
内
容
に
つ
い
て
伺
う 

教
育
部
長
答
弁
要
旨 

対
象
事
業
（
柿
岡
の
祇
園
祭
）
の

文
化
財
記
録
作
成
が
実
施
で
き
な
い
た
め
の
減
額
。
令
和

５
年
度
に
再
度
申
請
を
行
い
事
業
が
で
き
る
状
況
に
な
る
。 

② 

上
曽
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
に
関
し
、
委
託
料
と
し
て

13
億
８
千
万
円
の
補
正
予
算
が
追
加
さ
れ
る
が
全
体
事
業

費
、
石
岡
市
の
負
担
額
を
伺
う 

都
市
建
設
部
長
答
弁
要
旨 

桜
川
市
分
も
含
め
全
体
で
約

143
億
３
千
万
円
。
う
ち
石
岡
市
は
約
85
億
円
を
負
担
し
、

う
ち
半
分
が
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金(

補
助
金)

と
な

る
。
残
り
半
分
の
95
％
は
合
併
特
例
債
（
借
入
金
）
と
な

り
、
返
済
す
る
元
利
償
還
金
の
70
％
が
交
付
税
措
置
さ
れ

る
。
石
岡
市
の
負
担
は
約
６
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。 

再
質
問 

本
来
は
県
事
業
で
あ
る
の
で
、
石
岡
市
の
負
担 

６
億
円
に
対
す
る
県
の
補
助
が
有
る
の
か
伺
う 

都
市
建
設
部
長
答
弁
要
旨 

県
か
ら
70
％
の
補
助
が
あ
る
。 

③ 

職
員
人
件
費
を
９
月
補
正
で
減
額
し
、
人
事
院
勧
告

に
よ
り
12
月
補
正
で
増
額
し
て
い
る
が
、
事
務
量
を
伺
う 

総
務
部
長
答
弁
要
旨 

一
人
の
業
務
と
し
て
計
算
す
る
と

概
ね
85
時
間
、
お
よ
そ
11
日
間
相
当
に
な
る
。 

再
質
問 

９
月
補
正
で
小
さ
な
減
額
は
見
送
り
、
事
務
負

担
軽
減
を
図
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。 

総
務
部
長
答
弁
要
旨 

事
務
の
軽
減
は
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
十
分
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

※
こ
の
質
疑
で
私
は
、
石
岡
市
の
負
担
約
６
億
円
に
対
し
て
、

県
か
ら
70
％
分
の
補
助
４
億
２
千
万
円
が
入
り
、
最
終
的
な
石

岡
市
の
負
担
は
30
％
分
の
１
億
８
千
万
円
と
理
解
し
ま
し
た
。 

し
か
し
事
実
は
、
６
億
円
は
県
の
補
助
を
受
け
た
後
の
金
額

で
し
た
。
し
か
も
再
計
算
す
る
と
理
論
上
の
石
岡
市
の
純
粋
な

負
担
は
６
億
円
で
は
な
く
、
約
４
億
２
千
万
円
に
な
る
事
が
分

か
り
、
質
疑
の
や
り
取
り
の
難
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 



 

五
．
廃
校
施
設
の
有
効
利
用 

 
 

⑴ 

旧
有
明
中
学
校 

 

 

旧
有
明
中
は
、
平
成
25
年
に
旧
柿
岡
中
と
旧
八
郷
南
中

が
統
合
し
廃
校
し
ま
し
た
。
校
舎
は
取
り
壊
し
ま
し
た
が
、

体
育
館
は
市
民
へ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
住
民
と
移
住
者
の
出
会
い
の
場
、
集
い
の
場
と
し

て
、
当
面
の
間
、
存
続
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

⑵ 

旧
城
南
中
学
校 

 

 

旧
城
南
中
学
校
は
、
平
成
30
年
に
石
岡
中
と
統
合
し
廃

校
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
・
体
育
館
・
武
道
館
等
は
市
民

へ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
校
舎
に
つ
い
て
は
、

文
化
財
の
保
管
施
設
、
舟
塚
山
古
墳
見
学
者
の
利
用
等
を

想
定
し
た
施
設
整
備
の
検
討
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

 

⑶ 

条
例
化
の
前
に
故
障
・
修
繕
を
完
了
す
べ
き 

 

学
校
施
設
は
条
例
規
定
に
よ
り
、
体
育
館
等
の
利
用
者

は
使
用
料
を
支
払
い
ま
す
。
一
方
で
、
教
育
委
員
会
は
施

設
の
安
全
と
利
用
環
境
の
整
備
・
管
理
責
任
が
生
じ
ま
す
。 

 

廃
校
に
伴
い
、
学
校
施
設
か
ら
外
れ
た
ま
ま
条
例
化
す

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
施
設
の
修
繕
等
を
求
め
る
利
用

者
の
声
に
十
分
な
対
応
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

特
に
旧
城
南
中
は
故
障
個
所
等
の
修
理
・
整
備
計
画
も

無
く
、
次
期
定
例
会
で
条
例
化
を
目
指
し
た
い
と
の
説
明

が
文
教
厚
生
委
員
会
で
報
告
さ
れ
た
た
め
、
早
急
に
利
用

者
の
声
を
聴
き
修
繕
に
向
け
て
動
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

          

 

六
．
駅
周
辺
整
備
事
業 

 

 

石
岡
駅
周
辺
で
は
、
複
数
の
案
件
が
駅
周
辺
整
備
事
業

と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。
都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業

交
付
金
対
象
事
業
と
し
て
、
総
事
業
費
は
約
11
億
５
千
５

百
万
円
。
う
ち
約
５
億
６
千
８
百
万
円
の
補
助
金
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
（
令
和
５
年
２
月
現
在
の
財
源
内
訳
） 

 

⑴ 

西
口
交
流
施
設 

 

交
流
施
設
は
、
石
岡
駅
西
口
前
の

ト
ヨ
ペ
ッ
ト
跡
地
に
、
駅
利
用
者
の

利
便
性
向
上
と
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
創
出
を
目
的
と
し
て
、
鉄
骨
造

り
の
２
階
建
て
、
１
階
部
分
は
キ
ッ

チ
ン
と
利
用
者
の
休
憩
施
設
。
２
階

は
、
休
憩
や
学
習
、
施
設
に
入
る
店
舗

で
調
理
さ
れ
た
軽
食
等
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
休
憩
ス
ペ
ー
ス
。
付
帯
施
設
と
し
て
自
転
車
利

用
者
な
ど
着
替
え
や
汗
を
流
す
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
備
え
た
施
設
と
な
り
、
整
備
費
は
約
１
億
１
千
６
百

万
円
を
見
込
み
、
供
用
開
始
は
４
末
月
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
運
営
の
事
業
者
へ
の
応
募
が
無

く
、
現
在
再
公
募
に
向
け
て
調
整
中
で
す
。 

 

⑵ 

西
口
交
流
施
設
駐
車
場
・
駐
輪
場 

 

石
岡
駅
に
接
続
す
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
脇
の
駐
車

場
・
駐
輪
場
を
改
修
し
、
１
階
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
階
段

の
ホ
ー
ル
、
２
階
は
物
品
倉
庫
エ
リ
ア
、
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
楽
屋
と
し
て

使
用
す
る
予
定
で
す
。
３
階
は
災
害

用
備
品
を
備
え
る
防
災
倉
庫
。
駐
車

場
は
一
般
車
16
台
、
身
体
障
が
い
者

用
１
台
の
計
17
台
。
自
転
車
96
台
、
バ

イ
ク
を
14
台
駐
車
で
き
ま
す
。 

整
備
費
は
約
２
億
９
千
９
百
万
円

を
見
込
み
、
工
事
開
始
は
令
和
５
年

４
月
、
工
期
は
10
か
月
の
予
定
で
す
。 

 

⑶ 

（
仮
称
）
東
口
都
市
公
園
（
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
） 

 

石
岡
駅
舎
南
側
（
線
路
の
東
側
）
の

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
進
入
路
と
山
王
川

（
市
営
駐
車
場
西
側
）
に
挟
ま
れ
た
土

地
約
５
千
５
百
㎡
に
東
口
都
市
公
園
を

整
備
す
る
も
の
。 

公
園
は
２
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
な
り
、

駅
舎
に
近
い
北
側
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
楽
し

め
る
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
、
踏
切
に
近
い
エ
リ
ア
は
芝

生
の
多
目
的
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
災
害
時
に
は
防
災
テ
ン
ト
と

し
て
利
用
可
能
な
あ
ず
ま
や
と
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
ま
す
。 

整
備
費
は
約
４
億
２
千
９
百
万
円
を
見
込
み
、
工
事
は

５
月
以
降
、
供
用
開
始
は
令
和
６
年
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

⑷ 

西
口
交
差
点
整
備 

 

石
岡
郵
便
局
側
か
ら
石
岡
駅
西

口
交
差
点
に
入
る
道
路
を
拡
幅

し
、
右
折
ラ
イ
ン
を
新
た
に
設
置

す
る
も
の
。
整
備
費
は
約
３
千
６

百
万
円
。
年
度
内
竣
工
予
定
で
し

た
が
、
繰
越
と
な
る
見
込
み
で
す
。 

西
口
駅
前
交
差
点
の
膨
ら
み
で

す
が
、
現
時
点
で
は
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
の
大
き
さ
、
膨
ら
み
を
変
更
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

⑸ 

タ
ロ
ー
像
の
移
設 

 

 

駅
前
交
差
点
の
形
状
と
の
関
係
か
ら
、
タ
ロ
ー
像
の
移

転
に
つ
い
て
議
会
で
も
指
摘
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
タ
ロ
ー
像
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
２
階
に

移
転
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、
令
和
５
年
度
予
算
で
実
施
す

る
こ
と
が
担
当
課
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

⑹ 

そ
の
他
の
工
事 

 
 

 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
駅
前
広
場
の
待
合
所
新
設
工
事
は
、
令
和

３
年
度
に
終
え
、
東
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
工
事
も
令

和
４
年
７
月
に
終
え
ま
し
た
。
他
に
国
分
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク
を
令
和
６
年
度
以
降
に
整
備
予
定
と
し
て
い
ま
す
。 

  

旧有明中学校 
グランド ・サッカー 

・イベント等（年２回） 
体育館 ・バレー 

・サッカー 
・バトミントン 
・イベント等（年２回） 

旧城南中学校 
グランド ・サッカー 

・イベント等（年２回） 
体育館 ・保育園体育教室 

・バレーボール 
・バスケットボール 
・ソフトバレー 
・新体操 
・バトミントン 
・イベント（運動会）等 

武道館 ・剣道 

廃校後の利用状況 

 



 

七
．
地
域
医
療
対
策
事
業 

 
 

⑴ 

頓
挫
し
た
公
立
病
院
化 

 

 

石
岡
医
師
会
病
院
と
石
岡
第
一
病
院
を
統
合
再
編
し
、

公
立
病
院
を
設
置
。
産
婦
人
科
・
小
児
科
そ
し
て
緊
急
診

療
の
充
実
を
目
指
し
た
地
域
医
療
対
策
事
業
は
、
公
立
病

院
の
運
営
を
担
う
予
定
で
あ
っ
た
地
域
医
療
振
興
協
会
が
、

市
議
会
の
反
対
意
見
が
強
い
と
感
じ
た
の
か
、
提
案
し
て

い
た
病
院
の
基
本
構
想
案
を
取
り
下
げ
た
こ
と
で
、
事
実

上
の
と
ん
挫
と
な
っ
た
の
は
、
令
和
３
年
２
月
で
し
た
。 

 

⑵ 

産
科
設
置
に
向
け
た
新
た
な
取
組
み 

 

２
月
１
日
の
文
教
厚
生
委
員
会
に
お
い
て
、
「
産
科
医

療
施
設
の
開
設
支
援
に
係
る
取
組
み
に
つ
い
て
」
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
石
岡
市
内
に
新
規
の
産
科
医
院
開
設
あ
る

い
は
市
内
医
療
機
関
が
産
科
分
娩
の
再
開
も
し
く
は
産
科

の
新
設
を
行
う
場
合
は
、
開
設
支
援
と
し
て
１
億
円
を
支

援
。
さ
ら
に
運
営
支
援
と
し
て
年
に
２
千
５
百
万
円
を
10

年
間
支
援
す
る
事
業
案
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

ほ
か
に
市
有
建
物
の
賃
貸
借
や
医
師
の
派
遣
を
目
的
に

医
科
大
学
等
へ
市
が
寄
付
講
座
を
開
設
す
る
案
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
支
援
の
条
件
等
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
予
算
特
別
委
員
会
（
３
月
７
日
・
文
教
厚
生
委
員
会

所
管
）
の
質
疑
で
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。 

 

⑶ 

茨
城
県
内
の
先
進
事
例 

 

私
は
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
で
、
産
科
医
招
へ
い
支

援
の
取
組
み
を
質
問
し
、
開
設
支
援
を
提
言
。
当
時
の
全

国
に
お
け
る
先
進
事
例
の
支
援
額
は
最
大
２
億
円
で
し
た
。 

県
内
で
は
最
近
、
水
戸
市
（
６
千
万
円
）
、
つ
く
ば
市

（
５
千
万
円
）
が
制
度
化
し
て

お
り
、
常
総
市
（
５
千
万
円
）

は
２
月
６
日
に
制
度
活
用
で
産

科
院
が
開
院
し
ま
し
た
。
石
岡

市
も
予
算
案
が
可
決
さ
れ
、
問

合
せ
が
早
期
に
来
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。 

 

八
．
市
議
会
議
員
研
修
会 

 
 

⑴ 

議
員
研
修
の
充
実
強
化 

 

 

石
岡
市
議
会
基
本
条
例
（
議
会
に
と
っ
て
の
憲
法
）
に

議
員
研
修
の
充
実
強
化
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
市
議

会
議
員
全
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

 

⑵ 

住
民
自
治
の
根
幹
は
議
会 

 

 

今
年
は
大
正
大
学
公
共
政
策

学
科
の
江
藤
俊
昭
教
授
を
講
師

に
招
い
て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。 

研
修
テ
ー
マ
は
「
地
方
議
会
改

革
の
到
達
点
と
課
題
」
と
題
し
て

「
住
民
自
治
の
根
幹
は
議
会
」
に
あ

る
こ
と
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
な
説
明
は
次
の
通
り
で
す
。 

・
市
の
方
向
性
を
定
め
た
総
合
計

画
に
基
づ
い
た
質
問
設
定
が
大

事
で
あ
る
。 

・
討
論
が
大
事
で
あ
る
（
石
岡
市
は
１
回
だ
が
取
手
市
は

３
回
実
施
し
て
い
る
） 

・
議
会
は
不
要
不
急
で
は
な
い
の
で
、
非
常
事
態
の
際
に

行
政
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
対
応
を
す
べ
き
。 

・
議
案
審
査
が
大
事
で
あ
る
。 

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
議
員
間
、
議
員
が
職
員
に
対
し
て
）

へ
の
意
識
向
上
と
対
策 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
議
会
開
催
を
認
め
る
ケ
ー
ス
も
出

て
い
る
。
（
コ
ロ
ナ
・
出
産
・
介
護
等
） 

・
議
員
間
討
議
を
活
発
に
行
う
必
要
が
あ
る
。 

 

⑶ 

改
選
後
の
議
会
の
取
組
み 

 

 

４
月
23
日
に
石
岡
市
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
改
選
後
の
市
議
会
で
は
、
江
藤
先
生
が
提
唱
す

る
市
議
会
の
課
題
へ
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
く
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
特
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
意
識
向
上
と
対

策
、
そ
し
て
議
員
間
討
議
の
充
実
は
重
要
な
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

九
．
今
後
の
議
会
日
程 

 
 

⑴ 

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会 

 

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
14
日
告
示
、
開
会

は
２
月
21
日
。
会
議
は
全
て
午
前
10
時
開
始
で
す
。 

日
程
表
の
黄
色
の
会
議
は
、
石
岡
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
本
会
議
を
生
中
継
で
視
聴
で
き
ま
す
。
是
非
、
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
や
り
取
り
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。 

録
画
放
映
は
、
会
議
後
10
日
前
後
で
視
聴
可
能
に
な
る

見
込
み
で
す
。
こ
ち
ら
は
繰
り
返
し
視
聴
で
き
ま
す
。 

           

月 日 曜日 会 議 内 容 

2 月 21 日 火 開 会 

22日～26日 休 会 

2 月 27 日 月 会派代表質問 

2月 28 日 火 一般質問 

3月 1日 水 一般質問 

3月 2日 木 一般質問 

3月 3日 金 議案質疑 

4 日・5 日 休 会 

3月 6 日 月 予算特別委員会（総務企画） 

3月 7日 火 同上(文教厚生） 

3月 8日 水 同上(産業建設・複合文化) 

3 日 9 日 木 同上（総括審査） 

3月 10 日 金 文教厚生委員会 

11 日・12 日 休 会 

3 月 13 日 月 総務企画委員会 

3月 14 日 火 産業建設委員会 

3月 15 日 水 複合文化施設建設特別委員

3月 16 日 木 議会運営委員会 

3月 17 日 金 採決・閉会 
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 S34 年 6 月生、3 人家族＋猫 3 匹 
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 学校法人 府中幼稚園理事長 

石岡市議会議員（1 期） 
R01 年：石岡市議会議員（2 期） 
    （文教厚生委員長） 
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【活動】 國分町々務委員長 
  石岡ロータリークラブ会長 
  元 府中小、府中中 PTA 副会長 
  元 土浦日大高校石岡支部長 
  元 県立中央高等学校 PTA 会長 

 


